
計画策定時
（令和３年度）

令和５年度

農業生産額 ４３.０億円 ３７.９億円

水産業生産額 3２.５億円 ２１.2億円

計 75.5億円 59.1億円

元データ 令和元年 令和3年

進捗管理 達成状況

当初
(R3年度時点)

R8年度
(A)

R5年度末
実績(B)

(B/A)

Ⅰ－１　多様な担い手の確保

認定農業者数 99経営体(R2) → 100経営体 70経営体 70% 遅れ

むらづくり活動地区数 0地区(R2) → 累計12地区 8地区 67% 順調

新たな担い手の人数（農業・漁業） 31人(H27～R1) → 累計100人（年間20人） 51人 51% 順調

Ⅰ－2　生産力の向上

担い手への農地集積割合 25.4% → 35% 24.9% 71% やや遅れ

スマート技術導入支援件数（農業） 0件 → 累計5件（年間1件） 5件 100% 順調

森林経営計画策定数 １０件 → 累計15件（年間1件） 12件 80% 順調

スマート技術の活用件数（漁業） ０件 → 累計50件（年間10件） 0件 0% 遅れ

Ⅱ－１　生産基盤整備

農地復旧面積 → 累計5ha 0ha 0% 遅れ

新規ほ場整備面積 0ha → 5ha 0ha 0% 遅れ

農業施設維持管理計画の策定 → R5年度策定 計画策定 100% 順調

林道の開設・改築 ２路線 → 2路線 2路線 100% 順調

整備漁港数 7港(R2) → 8港 7港 88% 順調

Ⅱ－２　国土保全・公益的機能の向上

多面的機能を評価する市民の割合 74.3%(R4) → 85%

防災重点農業用ため池劣化状況評価の実施数 → 154か所（年間30か所） 64か所 42% 順調

荒廃森林整備実施面積 63ha(R2) → 累計300ha(年間60ha) 166ha 55% 順調

竹林伐採面積 25ha(R2) → 年間20ha(累計100ha) 33ha 33% やや遅れ

藻場造成面積 → 年間5,000㎡（累計25,000㎡） 10,500㎡ 42% 順調

有機農業実証試験実施件数 → 累計5件（年間1件） 2件 40% 順調

Ⅲ－１　地産地消の推進

地産地消を実践する市民の割合 13.6%(R4) → 30%

情報発信回数 → 年間300 回 800回 267% 順調

給食の新規取扱品目数 → 累計5品目（年間1品目） 5品目 100% 順調

異業種マッチング回数 ０回(R2) → 累計5回（年間1回） 4回 80% 順調

新規ブランド数 → 5 品目 1品目 20% やや遅れ

直売所・朝市の販売額 18.8億円(R2) → 20億円 18.2億円 91% 順調

Ⅲ－２　市民との共生・協働

体験機会の提供回数 ０回(R2) → 毎年20 回 16回 80% 順調

展示林整備箇所数 5か所(R2) → 累計25か所（年間5か所） 15か所 60% 順調

鳥獣被害相談（イノシシ） 1,302件(R2) → 600件以下 699件 86% 概ね順調

鳥獣被害相談（サル） 243件(R2) 100件以下 80件 114% 順調

総合農事センター入場者数 31.6万人(R1) → 年間40万人 32.4万人 81% 概ね順調

最終年度にアンケートを実施予定

北九州市農林水産業振興計画の目標及び進捗状況

KPI（重要業績評価指標）
進捗状況

最終年度にアンケートを実施予定

重要目標達成指標【KGI】（令和８年度）
〇農林水産業生産額 ８０億円

〇一経営体当たりの生産金額

【農業】２０％向上 【水産業】５％向上

【令和５年度の達成状況】

新型コロナウイルス感染症の影響等により、計画策定時

と比べ、農林水産業生産額は減少した。（令和５年度は、

最新の数値である令和３年のデータを使用。）

【令和５年度の達成状況】
全体の７割を超える指標は順調に進捗しているが、従事者の高齢化に伴う担い手不足や関係者との調整の遅れなどにより、

「認定農業者数」「漁業のスマート技術の活用件数」「新規ほ場整備面積」などの指標で「遅れ」「やや遅れ」となった。

今後も個別の課題解決に取り組みながら、令和８年度の目標達成に向けて、事業を推進していく。


